
『かなざわエコフェスタ２０１４』開催報告 

 

１．目  的 

  未来を担う子どもたちをはじめ、多くの市民がさまざまな体験を通じて地球温暖化や廃棄物削減等 

の環境問題や再生可能エネルギーに対する理解を深めることにより、「持続可能な都市・金沢」の実現 

を目指しています。 

２．サブタイトル 

   「エコでみんな、つながるね。」 

３．日  時 

   平成 26年 11月９日（日） 10時～16時 

４．会  場 

   金沢駅東もてなしドーム地下広場 

５．内  容 

 

 ①テーマ展示「エコの木」 

  「再生可能エネルギー」「地球温暖化」「３Ｒ」の３つの 

木の中で、 環境問題について学ぶコーナー。たくさんの 

子どもたちが、うちわを使った風力発電や自転車発電を体 

験しました。大人も子どももパネルをめくってエコな暮ら 

しのヒントを探しました。 

 

 

 ②再生可能エネルギー調査隊・金沢駅エコ調査隊 

  再生可能エネルギー調査隊は、北陸鉄道浅野川線に乗車 

し、車窓から見える街中の身近な自然エネルギーについて 

調査しました。金沢駅エコ調査隊は、金沢駅の周辺を歩い 

て、環境にやさしいまちづくりについて調査しました。 

 子どもたちは熱心にエネルギーや環境の話を聞いてメモ 

をとり、最後には全員がステージに上がり、来場者にしっ 

かりと調査内容を報告することができました。 

 

 

 ③金沢３Ｒ促進ポスターコンクール 

  市内の小学生中・高学年が「３Ｒ」をテーマに描いたポ 

スターのコンクール。応募作品１７６点すべてを会場内に 

展示しました。 

ステージ上では、市長から上位入賞者に表彰状が授与さ 

れました。「３Ｒ」という難しいテーマにも関わらず、力作 

ぞろいでした。 

色とりどりの作品で会場が一段と華やかになりました。 

 

 



 ④金沢美術工芸大学 ダンボールエコアート展 

  毎年恒例になっている金沢美術工芸大学生によるダンボー 

ルアート。「環境問題」をテーマに、今年も迫力満点の作品 

が並びました。来場者のみなさんにも学生たちのメッセージ 

がしっかりと伝わったのではないでしょうか。 

これらの作品は、金沢市戸室リサイクルプラザにて展示し 

ますので、当日ゆっくり見られなかった方はどうぞ足をお運 

びください。 

 

 

 ⑤エコ工作コーナー 

  牛乳パックやペットボトル、木の実、ダンボール等で作る 

エコ工作の体験コーナー。 

今年は７つの団体が担当しました。 

木の実や廃材でクリスマスツリーを作ったり、レーザーを 

使ってマカロンにオリジナルの絵を焼き印したり、みなさん 

思い思いに楽しんでいました。 

 

 

 ⑥ステージイベント 

  （出演者等） 

   ・ウクレレパイナ ジュニア・ウクレレ・オーケストラ 

・maricos era ensemble（アンサンブル演奏） 

・講演「森と私たちの関わり」 

金沢市森づくり専門員 加藤八郎 氏 

・エコドライブ講座（ＪＡＦ石川支部） 

・お宝抽選会（NPO法人子育て支援さくらっこ） 

・アコースティックライブ（金沢美術工芸大学） 

・省エネクイズ大会 

・３Ｒ促進ポスターコンクール表彰式 

・再生可能エネルギー調査隊、金沢駅エコ調査隊報告会 

 

 

 ⑦かえっこバザール 

  使わなくなったおもちゃを持ってたくさんの子どもたちが 

来てくれました。おもちゃを大事に使うことや、使い捨てに 

しないことなど、子どものうちから「資源を守る」行動を身 

につけることが大切です。 

 

 

 

 



 ⑧グルメコーナー 

  地物の野菜や米で作ったカレーライス、寿司、餅などの食 

 べ物のほか、菓子、漬け物等の加工品、新鮮な地物野菜等を 

販売しました。地産地消もエコな暮らしのキーワードです。 

  

  

 

 

 

 ⑨金沢のごみを考える学生連絡会「GOMITOMO」 

２大学３６人の学生がボランティアスタッフとして運営に 

 協力してくれました。 

 

 

 

 

 

 

 ⑩その他 

  

 

 

 

 

 

 

 

◇再生可能エネルギー体験                    ◇会場エントランス 

 

 

 

 

 

 

                  ◇イベントキャラクター 

アールちゃん 

 

 

 

  

◇ガラポン抽選会                    ◇スタンプラリー（木のサイコロ） 

 


